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県土整備部の基本方針

ぐんま・県土整備プラン2025とは

社会資本整備は、県民の安全・安心を確保するとともに、経済成長や持続可能な地域社会の基盤となる、県民の幸福度向上に欠

かすことのできない未来への投資です。

20年後の将来を見据え、災害に強く魅力的な群馬を創るため、「ぐんま・県土整備プラン2025」に基づき、様々な取組を展

開します。

2045年に目指す将来像の実現に向けて、道路や河川、砂防施設、県立公園、下水道、県

営住宅など、社会資本の整備や維持管理を「どのような考え方で、どのように進めていく

か」を示す県土整備分野の最上位計画です。

令和７年度（2025年度）～令和16年度（2034年度）【10年間】

計画期間

群馬の可能性を喚起し、未来へつながる社会資本整備の基本的考え方

「気候変動の影響等による気象災害の更なる頻発化・激甚化」や「切迫する大規模地震」

などの状況を踏まえつつ、ビルド・バック・ベターの考えを取り入れ、防災・減災対策の更

なる推進により群馬県のレジリエンスを一層向上させます。

また、「コロナ禍を経た社会構造の変化」や「デジタル革命の加速」などの状況を踏まえ

つつ、市町村・民間等との連携・共創やグリーンイノベーションの推進により、県民の潜在

的ニーズや群馬の可能性を喚起し、群馬ならではの未来につながる社会資本整備を進めます。

この二つの方針を軸として、社会資本整備を新たなステージへと進めます。

社会資本整備の新たなステージへの移行イメージ
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20年後に目指す将来像

群馬県の基本理念である「すべての県民が、誰一人取り残されることなく、自ら思い描く人生を生き、幸福を実感できる自立分散型社会」の実現に向け、社会資本整備分野が20年後

（2045年）に目指す将来像を描きます。

20年後に目指す将来像 20年後に目指すぐんまの姿
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政策・施策及び方策の体系

今後10年間の政策の方向性を踏まえ、目指す将来像を実現するための政策・施策や社会資本整備と維持管理の担い手の確保・育成のための方策、社会資本整備の進め方についての方策を

推進します。さらに、社会資本整備の取組を加速させる重要な観点である「連携・共創」、「DX」、「GI」の３つの観点を「横串の視点」とし、群馬ならではの取組を展開します。
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